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議案質疑

◆ 「
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー

Ｐ
Ｆ
Ｉ（
Ｒ
Ｏ
方
式
）事
業

の
基
本
構
想
案
」を
見
直
し
、

プ
ー
ル
及
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
等
の
存
続
を
求
め
る

請
願
請
願
者　

２
名

請
願
を
採
択
す
る
こ
と
の
賛
成

討
論

日
本
共
産
党　

大
沢　

え
み
子

請
願
を
採
択
す
る
こ
と
の
反
対

討
論

新
政
み
ら
い　

内
藤　

光
雄

公
明
党　
　
　

広
山　

清
志

 

《
賛
成
少
数
で
不
採
択
》

採決の結果

市長提出議案／人事教育委員会委員の任命（古谷広明氏）、公平委員会委員の選任（正木光世氏）、人権擁護
委員候補者の推薦（羽田伸子氏）　条例の廃止狭山都市計画事業狭山市駅東口土地区画整理事業施行に関
する条例　条例の一部改正国民健康保険、下水道　補正予算一般会計（第３号）、国民健康保険（第１号）、介
護保険（第１号）、後期高齢者医療（第１号）　その他会計の決算認定国民健康保険、介護保険、後期高齢者医
療、水道事業、下水道事業　事業会計の未処分利益剰余金の処分水道、下水道　その他狭山市駅加佐志線調
整池及び久保川調節池整備工事請負契約の締結、柏原中学校校舎外壁等改修工事請負契約の締結、財産の
取得（２件）

◆全員が賛成した議案

◆ 

重
度
心
身
障
害
者
に
対
す
る

公
費
負
担
医
療
制
度
の
創
設

等
を
求
め
る
意
見
書

提
出
議
員　
町
田
昌
弘
ほ
か
20
名

提 

出 

先　
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か

４
名

 

《
可
決
》

◆ 

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
に
お
け
る
支
給
対
象

の
拡
大
を
求
め
る
意
見
書

提
出
議
員　
町
田
昌
弘
ほ
か
20
名

提 

出 

先　

埼
玉
県
知
事

 

《
可
決
》

◆賛否が分かれた議案　　　　　　 ○…賛成、×…反対、討…討論者、議長は採決には参加しません

議
案
番
号

会派名(※2)
議員名

 議案名

健政会 公明党 日本共産党 創造 新政みらい 光と風

町
田
千
葉
酒
井
豊
泉
福
田
笹
本
三
浦
太
田
加
賀
谷
関
根
船
川
広
山
大
沢
橋
本
衣
川
金
子
菅
野
大
島
土
方
内
藤
田
中
丸
橋

56
(※1)

狭山市ふれあい健康センターPFI事
業者選定委員会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ×
討 × × × ○ × ○ ○ ×

討
×
討

72 埼玉県後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
討 × × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

81 財産の取得について（追認） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

82 令和５年度狭山市一般会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

討 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願
1

「ふれあい健康センターPFI(RO方式)
事業の基本構想案」を見直し、プール
及びトレーニングルーム等の存続を求
める請願

○ × × × ○ × × × × × ×
討
○
討 ○ ○ ○ ○ ○ × ×

討 ○ ○

議
員
提
出
議
案

請　

願

地
方
単
独
事
業
で
あ
る
こ
と

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
格

差
が
生
じ
る
こ
と
は
望
ま
し

く
な
い
こ
と
か
ら
、国
に
対

し
て
、全
国
一
律
の
制
度
設

計
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
も
の

埼
玉
県
に
お
け
る
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
、支
給
対
象
を
拡
大

し
、精
神
疾
患
の
あ
る
方
と

そ
の
家
族
の
医
療
費
自
己
負

担
を
早
期
に
軽
減
す
る
よ
う

求
め
る
も
の

※１　第２回定例会にて継続審査となり、第３回定例会で採決されたもの
※２　会派名は令和６年９月30日採決時のもの

◆
緊
急
質
問

金
子
議
員
か
ら
、８
月
22

日
に
提
出
さ
れ
た
請
願

第
１
号
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、市
長
に
対
し
て

緊
急
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
会
議
録（
11
月
下

旬
公
開
予
定
）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（ 5 ）

議案質疑・討論

議案に賛 成･反 対します討
論 令和５年度 一般会計歳入歳出決算認定

反対討論（要旨）▲

基地交付金は固定資産税相当額を交付する
よう国に要請を　

▲

滞納による差し押さえは
個々の事情を考慮すること　

▲

万博国際交流
プログラム補助金の活用は慎重に行うべき　▲

終戦後80年に向けて平和事業の拡充を　▲

広報は全世帯に届く配布体制に　

▲

フルタ
イム会計年度任用職員は正規職員としての雇
用を　

▲

水野公民館で児童館事業の実施を　▲

生活保護率が０．７と県内同率ワースト２
位。丁寧な申請支援とケースワーカーの増員を▲

保育所・学童保育室の待機解消を　

▲

サピ
オ稲荷山の機能存続を　

▲

私道の整備要件の
緩和を　

▲

入曽駅の駅舎工事に鉄道事業者の
負担がないことは問題。既存改札口の存続等
について事業者に要請を　

▲
部活動費を就学

援助の対象に　

▲

奨学金における所得・成績
要件の撤廃を　

▲

給食費の無償化を
上記のような点について、他市と比べても豊
かな基金を活用し、市民生活を応援する事業
の推進を求める

賛成討論（要旨）▲

財政の健全性を判断する各指標において
は、将来への過重な負担がないことが示され
ており、健全な財政の堅持を高く評価　

▲

物
価高騰重点支援事業は、経済的負担の軽減を
目的に、低所得世帯へ給付を実施　

▲

こども
医療費支給事業は、18歳年度末までの児童を
対象に、保険診療自己負担額を助成し、経済的
負担の軽減などの環境が整備された　

▲

子育
て世帯には、「子ども子育て応援金」を支給し、
子育て世帯への力強い支援となった▲

入曽駅周辺整備事業は、入曽駅前広場や駅
周辺の利便性等を念頭に整備し、汚水管敷設
工事の実施、優先交渉権者と「事業用 定期借
地権 設定契約」締結などが行われた　

▲

小・
中学校の空調設備改修事業は、入間川小学校、
中央中学校及び入間野中学校で実施　

▲

学校
給食については、地方創生臨時交付金を活用
し、学校給食の食材料費の値上げ分に補助金
を支出し、一貫した子育て世代応援の施策と
して高く評価

常任委員会からの常任委員会からの要望指摘事項要望指摘事項！
一般会計　

予算　

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
に
あ

た
っ
て
は
、地
域
か
ら
の
要
望
に

つ
い
て
滞
り
な
く
対
応
に
努
め

ら
れ
た
い
。

中
小
企
業
等
専
門
家
活
用
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
に
対

し
、十
分
な
周
知
を
行
い
、事
業

者
が
さ
ら
な
る
積
極
的
な
活
用

を
図
れ
る
よ
う
支
援
を
さ
れ
た

い
。

高
齢
者
の
介
護
予
防・
フ
レ
イ
ル

予
防
等
に
取
り
組
む
、い
き
い
き

百
歳
体
操
な
ど
、健
康
づ
く
り
事

業
の
継
続
・
拡
大
の
た
め
に
、会

場
確
保
や
利
用
料
金
等
の
負
担

軽
減
を
図
ら
れ
た
い
。

就
学
援
助
に
つ
い
て
、一
定
の
基

準
を
設
け
、国
の
項
目
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
部
活
動
費
ま
で
拡

充
さ
れ
た
い
。

公
民
館
の
設
備
等
に
つ
い
て
、定

期
点
検
を
し
っ
か
り
行
う
と
と

も
に
、故
障
、不
具
合
箇
所
の
早

期
改
善
や
、特
に
空
調
機
器
に
つ

い
て
は
早
急
に
改
修
が
で
き
る

よ
う
、予
算
を
確
保
さ
れ
た
い
。

所
有
者
不
存
在
の
空
き
家
に
つ

い
て
は
、相
続
財
産
清
算
人
制
度

の
更
な
る
活
用
に
向
け
、予
算
を

増
額
さ
れ
た
い
。

屋
外
運
動
施
設
の
劣
化
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、利
用

者
に
不
便
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
、

改
修
す
る
と
と
も
に
排
水
処
置

な
ど
施
設
の
改
良
を
施
さ
れ
た

い
。

１２ 総
務
経
済
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

１２３

建
設
環
境
委
員
会

１２共
通
項
目

過
去
の
一
般
会
計
決
算
審
査
に

お
け
る
要
望
指
摘
事
項
の
う
ち
、

未
処
理
の
事
項
に
つ
い
て
は
早

急
に
対
処
さ
れ
た
い
。

小谷野市長（左）に要望書を渡す
太田議長（中）、千葉副議長（右）


